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現在実施中のプノンペン市の交通改善プロジェクトの一環として、125cc 以下のオートバイ運転者に

対して、短期間における免許証を発行するプログラムがあり、現在このプログラムに関する検討を

行っている。 

 

2007 年 9 月に新交通法が施行され、その中に全車両運転者は運転免許を取得し運転中は常時携帯する

ことと規定されている。しかしながら、現状ではオートバイ運転者のほとんどが免許証を取得してい

ない。そのため、JICA チームはいかにして免許証を短期間で発行できるかを検討し、関連機関との議

論を通じて具体策を計り、プノンペン市民への免許証発行目標枚数を、2008 年から 2012 年の 5 年間で

354,000 名と設定した。 

 

しかし、単純計算によれば、目標値 354,000 名を対象に、現状の方法で免許証を発行するのであれば、

約 64 年の年月を要すると思われるため、以下に短期間で発行する方策について考察し、実現に向けた

活動を実施する。 

 

1. 運転免許システム 

交通事故の減少さらに交通渋滞を緩和させるためには、マナーの良い運転者が道路を利用することが

基本条件である。 

運転免許システムとは直接運転者教育に関連しており、免許証発行時には、関連機関の担当者が受験

者に対して、身体的に支障なく運転可能か、安全な運転技術を持っているか、さらに、交通安全、交

通規則、ルール等に関する十分な知識を持っているかどうか、強制的にチェックを行い、 

これらのチェックのすべてを満足した受験者に対して、免許証が発行されるシステムであらねばなら

ない。 

また、交通違反者の取締りや交通事故や違反頻度の多い危険性の高い運転者を管理するためにも、免

許証に読み込まれている情報を基に、統一した管理ができる重要なシステムである。 

 

2. オートバイ免許証発行の目標枚数 

オートバイ運転者人数は 2007 年末には、480,500 名である。この予測は、オートバイ登録台数 1 台に

対して 1 名の運転者が免許証を必要とすると云う仮定の下で示されている。この内、2007 年末までに

オートバイ免許証は 5,530 名に発行され、さらに、四輪車免許を保有する運転者がオートバイを運転で

きることから、2007 年 4 月時点で 171,740 名に四輪免許証が交付されることが推定されている。従っ

て、2007 年末までにオートバイ運転者、約 303,000 名に免許証を発行する必要がある。 

さらに、2008 年から 2012 年の間に学生を中心とする新しい受験者、109,620 名が増えること、また、
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この５年間に四輪車免許を取得する者が 58,700 名いることを考慮すると、免許証発行枚数の目標は、

2012 年末で 354,000 名になる。 

 

3. 現在の免許発行の手続き内容および手順 

 

現在の規定では、受験者は民間運転教習所で 16 時間の交通安全教育講義を受け、その後、免許取得の

ためにDivision of Driver License and Traffic Safety (DDLTS), MPPに出向き試験を受けることになってい

る。 

プノンペン市での免許証発行は、DDLTSが担当しており、その際の手続き内容および手順は次のよう

である。 

(1) DDLTS 事務所における手続き 

 アプリケーション用紙に記入、提出 

 民間運転教習所での受講証明書の提出 

 4 枚の写真の提出 

 必要費用の支払い 

(2) 3 種類のテストの受験 

 運転のために必要な身体チェック 

 教室での学科試験 

 試験コースでの実地試験 

(3) テストにパスした場合、仮の免許証を受け取る 

(4) 1 ヶ月以内に正規の免許証を受け取る 

(5) オートバイ免許のために必要な費用 

・ 現在は、運転免許申請料に 7,200 ﾘｴﾙ、それに免許証発行費に US$4,73 が必要で、合計で約

US$6.53 である。 

・ 2008 年からは DDLTS の施設使用料が US$5.28 追加される予定で、合計で約 US$11.80 にな

る可能性がある。 

4. 短期間でのオートバイ免許証発行のための基本的考え方  

交通事故や交通渋滞を減少あるいは増大の防止をするためには、交通安全運転に関する最小限の基本

知識･技能を持った運転者が道路を利用することが根本的な条件である。 

現行のオートバイ運転免許の交付に当り、基本的教育とさらに高度な教育を要求しているため、免許

交付が制約され効率的な発行がなされていない。その結果、基本知識･技能を持たない運転者が多く道

路上を走行している。 

そのため、ここで提案する方策の基本的な考え方は、最低限の基本知識･技能を持つオートバイ運転者

に免許証を短期間に交付することにより、基本知識･技能をもつオートバイ運転者が道路上を走行する

ことである。 
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一方、何らかの対策が実施されないならば、基本知識･技能をもたない潜在的に危険性の高いオートバ

イ運転者がいつまでも道路を利用し、交通事故および交通渋滞の防止にはならない。さらに、このよ

うなマナーの悪い危険な運転者（たとえば、違反や事故件数の多い運転者）には、再教育を行うこと

が重要な課題であり、免許制度が充実していないと危険な運転者の取締りが困難である。 
 

No license

m/cycle
licenses
issued

4-wheel car licenses
issued

Existing

Future within
the 5 years

No Activity Some Activities

No license

m/cycle
licenses
issued

4-wheel car licenses
issued

m/cycle
licenses to be
issued under

high
education

N
o
 L

ic
e
n
s

m/cycle
licenses
issued

4-wheel car licenses issued

m/cycle licenses to be
issued under only basic education

All Drivers

Dangerous
 Drivers

 
       現状システムと提案システムの相違 

 

5. 短期間でのオートバイ免許証発行のための主要課題 

現状では、「多くの運転者は運転免許を取るつもりない」、その理由として、1) 受験の際に時間

がかかりすぎること、2) 免許費用が高額であること、また、3) 交通取締りがなされていなく免

許を取る必要がないことである。 

そのため、このプログラムを進めるために、次のような課題について検討・議論する必要がある。 

 効率的な運転免許証の発行 

 手続きや処理時間の短縮 

 免許取得費用の低減 

 オートバイ運転者の免許証チェックや無謀運転者等の取締りの強化 

 一般市民への運転免許や取締りに関する情報の提供 

 

6. 効率的な運転免許証の発行 

(1) グループ毎の免許証発行 
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市民を以下の４つのグループに分類し、グループ毎に免許受験・発行を提案している。 

グループ1: 市交通警察官 

グループ2: 生徒･学生 

  中学3 年の生徒 

  高校生 

  大学生や単科大学生 

グループ3: 一般市民 （可能であるなら市役所職員は別グループとして分類） 

グループ4: 大手民間会社や大手工場の職員 

(2) グループ毎に受験場所の指定 

- 警察官グループはDDLTS, MPP   

- 一般市民グループはDDLTS, MPP 

- 生徒・学生グループはそれぞれの学校 

- 大手会社員グループはそれぞれの会社 

 

7. 手続きや処理時間の短縮 

現状では免許を取得するためには、民間運転教習所で16 時間の講義を受けるために一般に約1 ヶ月（1

日30 分受講で）が必要であり、さらに試験のために1日が必要である。そのため、多くの運転者は免

許証取得をあきらめている。 

免許取得のために、少なくとも1 日で処理できるような方法を検討する必要があろう。 

(1) 試験と講義 

1) 身体検査はDDLTS専属の医者により行われており、短縮できない。 

2) 教室での講義と筆記試験 

- 全ての受験者はビデオ等で交通安全･運転に関する講義を受ける。（ビデオテープはJICAチー

ムにより作成予定？？？） 

- 警察官は交通安全･運転に関する筆記試験のみを受ける 

- 生徒・学生は先生と交通警察官による交通安全カリキュラムをすでに受講しているため、交通

安全・運転に関する筆記試験のみで講義は必要としない。（現在、小中学生は学校において30

時間の交通安全教育を受けている。高校生に対しても近い将来交通安全教育がなされる予定

である） 

- 一般市民に対しては、民間運転教習所で16 時間の講義の代わりにビデオ等で交通安全･運転に

関する講義をDDLT 職員から受け、講義の後、筆記試験を受ける 

- 大手会社･工場職員はDDLTS職員あるいは交通警察官による交通安全講義を受け、その後筆

記試験を受ける 

3) 実地試験 

- 警察官はDDLTSに備えられているコースで学科試験の実施 

- 生徒・学生のためには、各学校の校庭に試験用コースを設置し、そのコースにおいて実地試験
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を実施。この際、担当の DDLTS 職員と交通警察官の指導の下で行われる 

- 一般市民は DDLTS に備えられているコースで学科試験の実施 

- 大手会社員や大手工場職員は DDLTS 職員の監視の下でその会社･工場で実地試験を

受ける 

(2) 筆記試験問題 

筆記試験としては、基本的で重要な問題を抽出しこれらの問題を事前に公開する。そして、

筆記試験の問題はこれらの中から出題することを提案する。 

筆記試験前の活動(1)： 

1)  交通安全に必要な基本的で重要な問題を 100 問抽出する 

2) 交通安全に関する基本的知識および抽出された 100 問題を記したパンフレットの作成 

3) 一般市民および生徒に配布 

筆記試験時の活動(2)： 

4) 答案用紙の準備--100 問題中から 10 あるいは 20 問題を抽出し印刷（ランダム抽出） 

5) 試験の実施 

6) 試験の採点と可否の決定 

利点として、次のことが考えられる。 

- 受験者にとっては運転に不可欠な 100 問題を勉強するのみで良い。 

 - 受験者は 100 問題の記されたパンフレットを用いて勉強できる。 

 - 毎回答案用紙は異なっている。 

 - 採点が簡単である。 

 

8. 免許取得費用の問題 

現在の免許取得費用は約 US$ 6.53 であり、2008 年から US$ 11.81 になる予定である。さら

に、民間運転教習所における受講費が US$ 5.00 必要なため、総額費用は US$ 16.80 である。

US が$ 16.81 の料金は生徒や一般市民にとっては大きな額であると思われる。 

したがって、下記の項目について検討が必要である。 

 全てのグループに対して、民間運転教習所における受講を取りやめる。 

 生徒や学生、特に中学 3 年生の生徒にとって US$ 11.81 は大きな額である。今後、毎年

中学 3 年生には学校において定期的にテストを実施して免許取得証明書を発行するこ

とから、取得費用は低く設定して、ある程度長期間一定額が好ましい。 

 免許取得費用を変動することにより免許試験の受験者を増加させることができる。そ

のため、初期の段階では低く、年々増額することにより効率的に免許証を発行するこ

とができる。 

 初期の段階では必要経費を抑え、その後、免許取得状況に鑑み、一般経費の予算額を

確保していく方向に向かう必要がある。一般経費は、中学 3 年生のための費用支援、
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安全教育をしていくための教材やビデオ作成、広報費用など各種の使い道がある。概

ね、5 年後の 2012 年には US$20.00 程度が妥当であろう。 

 

中学生 3 年生の費用減少のために考えられる方法 

・ 初期 1、2 年度はできないが、その後は免許証取得費用からの支援 

・ 初期 1、2 年度ぐらい市役所からの援助金の支給 

・ 取締り反則金からの援助金の支給 

・ 免許証のカード作成に特にお金がかかるため、品質を落としたカードの配布（中学生

は 2、3 年後には四輪免許を取るであろうし、また 5 年後には免許更新をするため、品

質のよくないカードで十分であろう。もし、プノンペン市で実行できない場合、他の

県での適用が考えられる） 

 

9. オートバイ運転者の免許証無携帯や無謀運転者の取締りの強化 

免許証の発行は直接交通取締りに関係している。もし交通取締りがなされないならば、ほ

とんどの運転者は免許証を取得する必要がないと考えているし、また免許証を携帯して運

転はしないであろう。 

ここでは、取締りの強化のために３つのステップごとに進めることを提案する。 

1)  違反者や無免許運転者に対して警告書（イエローカード）の配布（反則金は課さない） 

すでに交通警察と JICA チームで実施中 

2) 公開取締りの実施  

取締り場所･時間や取締り項目（たとえば速度違反者や無免許運転者など）をあらかじめ

公開し、取締りを実施する。 

3) 通常の取締りの実施  

特に公開しなく、必要な場所･時間や必要項目に対する取締りを実施する。 

これらの中で、I)と 2)は警察官の取締りトレーニングも含まれている。 

 

10. 一般市民への運転免許や取締りに関する情報の提供 

運転免許証、取締りや交通事故等の道路交通に関する一般的情報を常に一般市民に提供す

る必要がある。 

1) 運転免許証に関して 

・ 免許証取得のための手続きと費用（特に早い時期での取得は手続きが容易で、安価で

ある等） 

・ 免許証取得の状況（目標に対する発行枚数、過去１，２ヶ月の発行枚数等） 

2) 取締り予告や状況 

・ 次回実施する公開取締り情報 

・ 取締り状況（過去１､２ヶ月の取締り件数、取締り項目等） 
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3) 交通事故の現状 

・ 交通事故状況（年間および過去１､２ヶ月の事故件数、事故の種類等） 

 

これらの情報を２、３ヶ月ごとにマスメデアあるいはポスターにより一般市民に提供する。 

たとえば、マーケットや学校などの人目の多い場所にポスターの掲示、新聞広告等を利用

する。 

また、交通安全キャンペン時には、これらの情報も含めて広報活動を実施する。 

 

11. PTIPP が提案する免許証発行システム 

上記の課題を総合的に検討し、PTIPP が提案する免許証発行システムをまとめものが次表で

ある。特に、このシステムは効率的に免許証発行を行うために、対象グループごとに適し

た処理方法を提案している。 
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12. 年次ごとの免許発行目標枚数および活動 

（１）年ごとの免許証発行枚数の目標 

下記の 2 つの表は、年ごとの免許証発行枚数およびグループごとの目標枚数を示している。 

各年ごとの免許証発行枚数の目標 

年度 2008 2009 2010 2011 2012 total 

年度別発行比率 15% 20% 25% 25% 15% 100% 

年度別発行枚数 53,100 70,800 88,500 88,500 53,100 354,000

累積発行枚数 53,100 123,900 212,400 300,900 354,000  

1 日発行枚数（200 日/年） 266 354 443 443 266 354 

 

各年ごと・グループごとの免許証発行枚数の目標 

Year 2008 2009 2010 2011 2012 Total 

1 Police officers 350         350 

  Secondary School Students  22,000 20,500 24,400 21,200 21,400 109,500 

2 High School Students 14,000 16,600 17,000     47,600 

  University Students  3,500 14,000 14,000 12,000   43,500 

3 General Citizen, 13,250 19,700 33,100 55,300 31,700 153,050 

4 Big Companies             

   No. of Licenses in year 53,100 70,800 88,500 88,500 53,100 354,000 

 

 

（２）年ごとの免許証発行のための作業計画 

次頁に、ここ 5 年間内に実施する作業内容とスケジュールを示している。 
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13. 最近の動きおよび次年度の目標 

(1) PTIPP が提案している免許証発行システムが採用されるためには、MPWT の大臣の承

認が必要であることが分かった。そのため、既に、提案書を大臣に提出し、コメント

を待っている状況である。 

(2) プノンペン市警察官 350 名目標の内、70 名が免許試験を受け全てが合格している。彼

らは今免許証カードの発行を待っている。さらに、次に受験するグループが警察内で

集められている。PTIPP の要請により、市警察が動き始めたことは好ましいことであ

る。 

(3) 中学生と高校生への免許発行のために市の教育課へ協力の要請および大学生のために

教育省の高度教育課（Deportment of Higher Education）へ協力の要請を行っている。 

(4)  次年度の主要作業は、中学 3 年生と高校 3 年生（総数約 30,000 名）を対象にの免許証

の発行を目標に進める予定である。生徒への免許発行が軌道に乗ったならば、その後

は 1 年ごとに、ルーチンワークで進めることができると思われるからである。 

(5) もう１つの主要作業は免許証の重要性、免許証取得手続きや取締りに関する情報を一

般市民に広報することである。 

 

13. 将来に向けての期待 

(1) 免許制度の充実を通じて、プノンペン市での交通事故の減少、さらに交通混雑が緩和

に役立つことを望んでいる。 

(2) 現在はプノンペン市民を対象にオートバイ免許証の発行に集中しているが、近い将来

に国レベルに拡大されることを期待している。 
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